
 

 

 固定給と歩合給制の両方がある場合，固定給部分の計算と歩合給部分の計算を

別々に行わなければなりません。 

 固定給の場合，時間外労働分の時間単価は固定給に含まれていないため，時間単

価に相当する部分も支払う必要があり，時間外労働をさせた場合，通常の労働時間

の時間単価に１．２５を掛けて時間外労働の賃金の時間単価を算出していました。 

 これに対して，歩合給の場合は，時間を延長したことによって成果が上がってい

るという面があり，時間単価に相当する部分は既に歩合給に含まれていると考えら

れることから，支払うべき割増賃金（残業代）は，時間単価の１２５％ではなく，

２５％で足りるとされています。 

 固定給と歩合給，両方を支払っている場合の残業代の計算については，例えば，

以下のような計算方法があります。 

１．賃金，労働状況の確認 

 当月の基本給と歩合給：基本給２５万円（他の手当無し），歩合給３万円 

１日の所定労働時間：８時間 

 当月の総労働時間数：２４６時間 

１年の日数：３６６日（閏年） 

所定休日：土，日，祝日，年末年始１２月２８日～１月４日，夏季休暇３日 

Ａ氏の当月の残業時間：時間外労働時間数３５時間，深夜労働時間数１０時間，休

日労働時間数２５時間 

２．月によって定められた賃金における通常の労働時間の賃金の時間単価 

年間所定労働日数＝３６６日－休日１３１日＝２３５日 

年間の所定労働時間数＝１日の所定労働時間８時間×２３５日＝１８８０時間 

１月平均所定労働時間数＝１８８０時間÷１２か月≒１５６．６７時間（小数第三

Ｑ625．固定給と歩合給，両方を支払っている場合の残業代は，どのよ

うに計算すればいいですか？ 



 

位以下四捨五入） 

月によって定められた賃金における通常の労働時間の賃金の時間単価＝月給２５

万円÷１５６．６７時間≒１５９６円／時（小数点以下四捨五入） 

３．月によって定められた賃金の割増賃金（残業代）単価（小数点以下四捨五入） 

・時間外労働の時間単価＝１５９６円／時×１．２５＝１９９５円／時 

・深夜労働の時間単価 ＝１５９６円／時×０．２５＝ ３９９円／時 

・休日労働の時間単価 ＝１５９６円／時×１．３５≒２１５５円／時 

４．出来高払い制によって定められた賃金の割増賃金（残業代）単価（小数点以下

四捨五入） 

歩合給３万円÷総労働時間数２４６時間≒１２２円／時 

・時間外労働の時間単価＝１２２円／時×０．２５≒３１円／時 

・深夜労働の時間単価 ＝１２２円／時×０．２５≒３１円／時 

・休日労働の時間単価 ＝１２２円／時×０．３５≒４３円／時 

５．割増賃金（残業代）単価 

・時間外労働の時間単価＝１９９５円／時＋３１円／時＝２０２６円／時 

・深夜労働の時間単価 ＝ ３９９円／時＋３１円／時＝ ４３０円／時 

・休日労働の時間単価 ＝２１５５円／時＋４３円／時＝２１９８円／時 

６．割増賃金（残業代） 

・時間外割増賃金＝２０２６円／時×時間外労働時間数３５時間＝７万０９１０円 

・深夜割増賃金 ＝ ４３０円／時×深夜労働時間数１０時間 ＝  ４３００円 

・休日割増賃金 ＝２１９８円／時×休日労働時間数２５時間 ＝５万４９５０円 

７．賃金総額 

賃金総額＝基本給２５万円＋歩合給３万円＋時間外割増賃金７万０９１０円＋深

夜割増賃金４３００円＋休日割増賃金５万４９５０円＝４１万０１６０円 
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